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比較のために、Web of Science上でPLoS 
ONEが分類されているBiology分野のそ
の他の日本著者論文の発表機関と、
PLoS ONEを最も引用している分野である
Biochemistry Molecular Biologyの同じく
日本著者論文発表機関も示しています。 
16 
どの場合も1位は東大、2位は京大で、全
体にPLoS ONE掲載論文の著者所属機関
は隣接領域の他の雑誌と大きな違いは
ありません。 
その中では東京医科歯科大学の論文数
が多いのが特徴的ですが、この理由は
すぐにはわかりませんでした。 
17 
次にPLoS ONE論文の国際共著状況を見
てみます。 
国際共著とは、共著論文の中で、複数の
国の研究者が参加して執筆している論
文を指します。 
18 
これが実際に国際共著論文の数と、論
文数全体の中での割合を集計した結果
です。 
比較のために、先程も示した隣接する2
領域に加え、日本全体の場合、それに
NatureとScienceに掲載された日本著者
論文の場合の値も示してあります。 
ご覧のとおり、NatureやScienceでは70%
前後の論文が国際共著論文でした。 
 
 
19 
それに比べると、PLoS ONEの2011年の
日本著者のうち、国際共著は38.3%にと
どまりました。 
これは日本全体の平均に比べれば高い
値ですが、同じBiology分野の他の雑誌
の平均と比べるとほとんど同程度です。 
必ずしも国際的な共同研究が他の雑誌
に比べて多いわけではない、ということ
がわかります。 
20 
ちなみに日本のPLoS ONE論文の国際共
著相手国の内訳はこちらのとおりです。 
過半数の論文の共著相手はアメリカで、
他にイングランドや中国が多く、PLoS 
ONE全体の傾向に近い状況を示していま
す。 
21 
と、まあ、ここまでは如何に日本著者の
PLoS ONE論文が日本の一般的な状況と
大差がないか、という話になってしまった
のですが、ここからお話する助成金の獲
得状況については、PLoS ONEには、はっ
きりとした特徴がありました。 
22 
これは2011年の日本のPLoS ONE論文が、いくつの機関か
ら助成金を得ていたか、1本あたりの助成金獲得数、助成
金を1つ以上獲得していた論文数と、1つ以上助成金を獲
得した論文の割合を示したものです。 
比較のためにここでも日本全体と隣接領域、Natureと
Scienceの日本論文、それに東京大学の著者の論文の状
況も追加して示しています。 
 
PLoS ONEの日本著者論文は1本平均2.4件の助成金を得
ており、獲得率で見ると94.6%、ほとんどの論文はなんら
かの助成金を獲得していました。 
日本全体だと論文あたり助成金数は1.4件、隣接領域でも
1.5～1.9件なので、PLoS ONEははっきりとより多くの機関
から助成金を獲得していると言えます。獲得数はNature
やScienceには劣りますが、獲得率で言えばPLoS ONEは
NatureやScienceすらしのいでいます。 
23 
これはなかなかはっきりした傾向でして、理由は色々ありえます
が、PLoS ONEは掲載料がかかる、というのがやはり大きな可能性
としてあります。 
実際、ここには示しませんでしたが、PLoS ONEを除くPLoSシリーズ
全体では論文あたり助成金数は4.4とさらに高く、獲得率は100%
になっていました。 
OA雑誌、少なくともPLoSシリーズに論文を発表している日本の著
者は、比較的潤沢な資金がある層、と言えます。 
ただ、お金があるからOA誌に投稿する、というポジティブな関係だ
けでなく、特にPLoS ONEについては助成金を取ったからにはなん
らかの成果が必要であり、そこで査読の早いPLoS ONEに出してい
る…という可能性もあります。この点を明らかにするにはより踏み
込んだ調査が必要でしょう。 
また、今回は獲得資金の金額については不明であり、その点も今
後の一層の分析が必要です。 
24 
最後にまとめです。 
25 
PLoS ONEの日本著者論文は年々増加し
ており、だいたい学術研究における日本
の存在感を反映した割合を占め続けて
います。 
26 
その中でPLoS ONEに論文を発表する日
本の著者は、他の雑誌等に出す場合に
比べて助成金の獲得数が多い傾向があ
り、助成金獲得とPLoS ONEでの発表の間
に関係があることが今回の分析結果か
ら指摘できました。 
27 
僕からは以上です、ありがとうございまし
た。 
28 
